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はじめに 

徳島県海部郡海陽町鞆浦に位置する鞆浦漁港では，大敷網と呼ばれる全長約 1300m，幅

約 100mにおよぶ大型定置網をはじめ，小型定置網（つぼ網），刺し網（エビ網，ヒラメ刺

し網）などによって漁獲された多様な魚類が水揚げされる．しかし，これまで鞆浦漁港に

どのような魚類が水揚げされているのかを学術的に調査した例はない．海部郡の沿岸域

は，南海トラフ地震を想定し，防潮堤の設置が急がれるなど，その環境は近年，大きく変

わりつつある．さらには，地球温暖化に伴う海水温の上昇により，今後数年から数十年で

生息する魚類が変化するという事態も十分に想定される（井藤ほか，2023参照）．一方

で，海部郡沿岸域に生息する魚類についての情報は，牟岐大島とその周辺の浅海域の魚類

を調査した藍澤・瀬能（1991）以外にほとんど知られていない．このままでは，海部郡沿

岸域に生息する魚類の情報が得られないままに環境が改変され，魚類相の変化や魚種の減

少，絶滅が起こりうる．また，海部郡沿岸で漁業を営む人数は年々減少し，年を経るごと

に水揚げされる量も減少していくことが予想されることから，早急な調査が必要とされ

る．そこで本研究では，県民・研究者から構成される草の根研究会である「阿波魚類研究

会」のメンバーと共に鞆浦漁港に水揚げされる魚類を調査することで，情報の乏しい県南

部の沿岸域にどのような魚類が生息するのかを明らかにしようとするものである．さらに

は，前述のとおり，今後，海部郡沿岸で漁業を営む人数は減少し，魚類に関する方言（＝

地方名）も消失していく可能性が高いことから，鞆浦漁港に水揚げされる魚類の地方名も
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合わせて記録した． 

方法 

1. 調査場所 

徳島県海部郡海陽町鞆浦山下（33°35'36.0"N 134°21'36.1"E：図 1）に位置する鞆浦漁港に

て水揚げされる魚類を調査した．漁港で得た魚類は徳島県立博物館（徳島市八万町向寺

山）に持ち帰り，標本を作製後，徳島県立博物館魚類標本（TKPM-P）として登録・収蔵

した． 

2. 調査方法 

魚類調査 大敷網での漁期（7月上旬から 11月上旬までは休漁）に合わせ，2023年 5月

26 日，2023年 6月 18 日，2023年 7月 2日，2023年 11月 19日，2023年 12 月 10日，

2024年 1月 28日，2024年 2月 18日，2024年 2月 25日，2024年 3月 10日の計 9回の調

査を実施した．2023年 5月 14日，2023年 9月 24日にも調査予定であったが，波浪と潮

流の影響で漁ができなかったため，漁港まで行ったが，魚類の採集については実施できな

かった．2～7名で調査を実施し，鞆浦漁港に水揚げされた魚類の一部を調査者が採集し，

鞆浦漁業協同組合から許可が得られたものを買い取り，徳島県立博物館に持ち帰った．持

ち帰った魚類については，10%ホルマリン水溶液にて鰭立てを行ない，その後に標本写真

を撮影し，撮影後は 10%ホルマリン水溶液にて 1週間程度固定した．固定後は流水中でホ

ルマリンを抜いた後，エタノール水溶液中にて保存した．各魚類の同定については，中坊

（2013），沖山（2014），Matsunuma et al. (2024)に従い，学名については本村（2024）に従

った． 

地方名の聞き取り調査 魚類調査と同日に鞆浦漁港にて，徳島県立博物館に持ち帰る各

魚類を見せながら地方での呼び名を聞き取った．主に鞆浦漁業協同組合の組合長である河
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野亮平氏から地方名を聞き取り，必要に応じて漁師からの聞き取りも実施した． 

結果 

 本調査により，79科約 144種の魚類が記録され，それらのうち，約 138種を徳島県立博

物館に持ち帰り標本とした．これらは，191ロット 415個体に上る．鞆浦漁港で漁獲され

る魚類の大部分が大敷網によるものであった．記録された地方名を含む魚種のリストおよ

び標本写真は未発表データが含まれるため本報告書には掲載していない．記録された中で

もっとも種数が多いのはアジ科魚類（17種）で，次いでサバ科魚類（9種）であった． 

2023年 12月 10日に漁船に同乗し，大敷網での漁の様子を記録した．大敷網での漁の様

子および水揚げの様子は図 2に示した． 

考察 

 2023年度の調査によって約 144種の魚類を記録することができた．この中には，これま

で徳島県から記録がなかった種も確認されており，徳島県南部の沿岸に分布する魚類につ

いての新たな情報を含む成果が得られた．一方で，水揚げされる魚種はその日の天候や潮

流，あるいは年単位で変化する黒潮の流路状況によって異なるため，1年間（計 9回）の

調査のみでは，鞆浦漁港に水揚げされる魚類を網羅できなかった．例えば，ボラ Mugil 

cephalus cephalusは当該漁港で普通に水揚げされるが，本調査では記録できなかった．ま

た，外見的な特徴が類似し，現地での同定が難しい分類群（アジ科の一部など）では，水

揚げされたすべての種を収集・記録できていない可能性が高い．したがって，今後も鞆浦

漁港に水揚げされる魚類を継続的に調査し，できる限り当該漁港に水揚げされる魚類の網

羅的な記録を目指す必要がある．少なくとも，引き続き 1～2年間の調査を継続する予定

である． 

本調査では，アジ科魚類とサバ科魚類の種数が他の科に比べ多く記録された．これらの
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魚類は遊泳性が強いことが知られる．これら魚類が多く記録されたのは，回遊する魚類を

漁獲する大敷網の漁法としての特性を反映しているものと考えられる．きわめて種数が多

く，藍澤・瀬能（1991）でも最も多くの種が確認されているハゼ科魚類は，本調査ではま

ったく確認されなかった．これは，ハゼ科魚類には底性かつ小型なものが多く，大敷網で

漁獲されにくいためと考えられる． 

1990年に徳島県立博物館が開館以降，県南部の海域に分布する魚類の標本は，約 830ロ

ットが登録されてきたが，本調査により，191ロット 415個体もの標本が新たに登録・収

蔵され，県南部の海産魚類の資料を充実させることができた．これらの資料は，一部を徳

島県立博物館の常設展示室にて，2023年 10月 3日～2024年 3月 31日まで展示した．さ

らに，今後の当館での展示や普及教育，研究活動などに活用する予定である． 

阿波魚類研究会からは 9名が調査に参加し，ほぼ全員が鞆浦漁港での水揚げを初めて経

験した．参加した研究会メンバーは，漁の方法や水揚げの様子，水揚げされる魚類につい

て，興味深く観察し，水揚げの手順や魚類の名称・識別などを自発的に学ぶ様子が認めら

れた．本調査を足掛かりに，研究会のメンバーと共に地域自然史研究を進展させ，生物多

様性が支える地域の水産業についても広く周知していく． 

本調査で得られた成果については，今後さらに調査を 1～2年間ほど継続し，鞆浦漁港

に水揚げされる魚種をある程度網羅した上で，論文としてまとめ，投稿する予定である． 
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図 1．徳島県立博物館及び鞆浦漁港位置図．  
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図 2．漁・水揚げ・競りの様子． 

 


